
子ども医療全国ネット国会内集会 

「今こそ国による子ども医療費無料制度を！」へのメッセージ 

「10.３子ども医療全国ネット国会内集会」にご参加の皆さま 

 武蔵野市は、すべての子どもが健やかに成長することができるよう、所得制限・自己

負担なく 18 歳までの子どもの医療費助成を実施し、子どもの保健の向上と子育て家庭

の経済的負担の軽減を図ってまいりました。皆さまの活動を契機として日本国内に住む

すべての子どもが、住んでいる自治体にかかわらず、安心して医療サービスを受けられ

るよう、国による統一的な制度整備の拡充・充実がなされることを期待いたします。 

 ご参加の皆さまのご健勝を心より祈念いたします。 

令和４年 10月３日 

武蔵野市長 松下 玲子 

 

笠井 亮 衆議院議員（共産・比例東京） 

 とりくみに心から賛同いたします。国の制度として 18 歳までの医療費の窓口負担無

料に！市町村へのペナルティ完全廃止を！ 

 みなさんと心ひとつに全力で取り組みます。 

 

子ども医療全国ネットへの皆さまへのメッセージ  

これまで子ども医療費無料制度に向けてご尽力されてきた皆さまに敬意を表します。

参議院議員・天畠大輔です。  
親の経済状況に左右されず、すべての子どもが病院にかかれるようにすることは、人

権を守る上でとても重要です。  
また子ども医療費の無料化は、子育て世代への大きな経済支援となります。医療費負

担が減れば、その分他の経済活動にあてることもできますし、長期的には少子化の歯止

めにもつながると考えています。  
皆さまのお話から学ばせていただきます。今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお

願いいたします。 
参議院議員・天畠大輔（れいわ新選組） 


